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主な補正予算（万円未満切り捨て）

１億 7005万円を増額し総額 148億 6087万円とするものです。

議案第36 号　令和５年度紫波町一般会計補正予算（第２号）

項　　　　目 金　 額 補　正　の　理　由

電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金 7800万円 非課税世帯に対する支援

物価高騰対策支援金 5247万円 社会福祉施設、介護施設、保育施設、
医療機関、中小企業などに対する支援

畜産農家経営継続支援事業 997万円 畜産農家に対する支援

紫波町路線バスキャッシュレス決済導入支援事業 9696万円 非接触の決済環境を整える

〈 歳  出 〉

物価高騰に対し緊急支援！

項　　　　目 金　 額 補　正　の　理　由

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 1億5444万円 電力など価格高騰に対する重点支援

〈 歳  入 〉

　任期最後となる定例会６月会議は、９日間の日程で開催されました。
　町長から提出された議案は 26 件で、令和５年度一般会計補正予算
や農業委員の人事案件など全て原案のとおり可決されました。
　一般質問は、５議員が財政運営、脱炭素化モデル事業、人口減少対策
マイナンバーカード、教育環境などについて町の意見をただしました。

６月５日～１３日６月５日～１３日

主な補正予算（万円未満切り捨て）

889 万円を増額し総額 149億 6977万円とするものです。

議案第40 号　令和５年度紫波町一般会計補正予算（第３号）

項　　　　目 金　 額 補　正　の　理　由

公共施設等太陽光発電設備導入実施設計業務委託料 500万円 公共施設 11カ所

〈 歳  出 〉

公共施設に太陽光発電導入

項　　　　目 金　 額 補　正　の　理　由

自立・分散型エネルギー供給システム設計等支援事業費補助金 499万円 公共施設への太陽光発電導入

〈 歳  入 〉

定
例
会
6
月
会
議

人
事
・
議
案
一
覧

一
般
質
問

議
会
モ
ニ
タ
ー

ま
ち
の
声

定
例
会
6
月
会
議
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令和 5年６月会議提出議案 … 26 件 （報告 6 件、契約 1 件、予算 4 件、
  人事 15 件）

報告2

報告3

報告4

報告5

報告6

報告7

議案36

議案37

議案38

議案39

議案40

紫波町税条例の一部を改正する条例の専決
処分
地方税法などの改正に伴い一部を改正
紫波町家庭的保育事業等の設備及び運営に
関する基準を定める条例等の一部を改正す
る条例の専決処分
法改正に伴う引用の整理
損害賠償請求事件の専決処分
公用車による物損事故

損害賠償額 　　   　50,233円
令和4年度紫波町一般会計補正予算（第13
号）の専決処分

補正額　　  260,591千円
令和4年度繰越明許費にかかる報告

繰越額　  　 310,282千円
令和4年度紫波町国民健康保険事業特別会計
補正予算（第4号）の専決処分

補正額　   △204,909千円

令和5年度一般会計補正予算（第2号）
補正額　　    170,050千円

令和5年度介護保険事業特別会計補正予算
（第1号）

補正額　　   　  3,210千円
令和5年度紫波町下水道事業会計補正予算

（第1号）
資本的支出　   　　  8,340千円

古館駅前広場整備その２工事の請負契約の
締結　　　    契約金額　   　   61,160千円
令和5年度一般会計補正予算（第3号）

補正額    　　　  8,894 千円
固定資産評価審査委員会の委員の選任に関し
同意を求める
農業委員会の委員の任命に関し同意を求める

41
～
43

議案

44
～
55

議案

農
業
委
員

農
業
委
員
会
の
委
員
に
、
12
人
の
候

補
者
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。
任
期
は
３
年
で
す
。

農
業
委
員
は
、
農
地
な
ど
の
利
用
推

進
の
た
め
業
務
を
行
い
ま
す
。

佐さ

藤と
う

廣ひ
ろ

志し

さ
ん
︵
再
任
︶

大お
お

沼ぬ
ま

仁ひ
と

志し

さ
ん
︵
新
任
︶

鈴す
ず

木き

芳よ
し

勝か
つ

さ
ん
︵
新
任
︶

岡お
か

市い
ち

充あ
つ

司し

さ
ん
︵
再
任
︶

髙た
か

橋は
し

伸の
ぶ

夫お

さ
ん
︵
再
任
︶

佐さ

藤と
う

武た
け

士し

さ
ん
︵
再
任
︶

横よ
こ

沢さ
わ

一か
つ

則の
り

さ
ん
︵
再
任
︶

工く

藤ど
う

姫ひ
め

子こ

さ
ん
︵
再
任
︶

山や
ま

田だ　
　
　
讓ゆ

ず
る

さ
ん
︵
新
任
︶

蒲が
も

生う

庄し
ょ
う

平へ
い

さ
ん
︵
新
任
︶

菅す
が

川か
わ　
　
　
正た

だ
し

さ
ん
︵
再
任
︶

若わ
か

菜な

千ち

穂ほ

さ
ん
︵
新
任
︶

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員

に
、
３
人
の
候
補
者
を
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。
任
期
は
３
年
で
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
は
、
固

定
資
産
課
税
に
関
し
て
納
税
者
か
ら
不

服
申
し
立
て
が
あ
っ
た
場
合
、
内
容
を

審
査
決
定
す
る
中
立
的
な
第
三
者
機
関

と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

髙
たかはし

橋  正
せいこう

光さん
（志和地区）

阿
あ べ

部  忠
ちゅういち

一さん
（赤石地区）

石
いしかわ

川  雄
ゆういち

一さん
（彦部地区）

人

事

定
例
会
6
月
会
議

人
事
・
議
案
一
覧

一
般
質
問

議
会
モ
ニ
タ
ー

ま
ち
の
声

人
事
・
議
案
一
覧
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　議員が町の行政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針などについて、事前の調査・検討に基づ
き疑問点を質問し、政策的な論議をする場で、まさに議員にとってのヒノキ舞台です。
　紫波町議会では、１人の質問時間を答弁も含めて 90分以内としています。
　質問方式は一問一答方式で行い、時間内であれば質問・答弁を回数制限なく繰り返すことができます。

一般質問とは…

※次ページからの一般質問の内容は、紙面の都合上◯印の質問事項を要約して掲載しています。
６月定例会の傍聴者延べ人数は 21人。議会傍聴にお越しいただきありがとうございました。

５議員が一般
質問

・・・

右のQR コードをスマートフォンや携帯電話で読み取ると、一般質問の動画をご覧いただけます。
一般質問の様子はインターネットによる生中継のほか、録画中継も配信しています。議会のホー
ムページからお進みください。

髙　橋　敬　子 Ｐ5

戸　塚　美　穂 Ｐ6

細　川　惠　一 Ｐ7

及　川　ひとみ Ｐ8

藤　原　惠　子 Ｐ9

質問者（登壇順） 質　問　事　項　（通告順） 掲載ページ

○財政運営をめぐる問題について
○みくまるっと脱炭素化モデル事業について
●新型コロナワクチンの接種について

○人口減少対策について
○地域共生社会について

○国保問題について
●マイナンバーカード問題について
○農業問題について

●みくまるっと脱炭素化モデル事業について
○ひきこもりの支援について
○教育環境の充実について

○帯状疱疹ワクチンの接種費用の助成について
○せせらぎ公衆トイレの改修について

定
例
会
6
月
会
議

人
事
・
議
案
一
覧

一
般
質
問

議
会
モ
ニ
タ
ー

ま
ち
の
声

一
般
質
問
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う
ち
85
番
目
で
あ
る
。
当

局
は
あ
ら
ん
限
り
の
知
恵

と
工
夫
で
い
い
町
政
が
で

き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
る
。

町
の
財
政
は
平
年
ベ
ー
ス

で
１
３
０
億
円
台
が
基
本

で
あ
る
。
こ
れ
が
維
持
で

き
て
い
る
か
、
い
な
い
か
、

事
業
が
適
正
か
、
議
場
で

熱
い
議
論
を
重
ね
て
先
を

見
通
し
た
慎
重
か
つ
的
確

な
判
断
を
期
待
す
る
。

歳
入
確
保
、
歳
出
削

減
の
考
え
方
と
交
付

金
依
存
の
見
解
は
。

現
在
は
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
を
活
用
し
、

自
主
財
源
の
確
保
に
努
め

て
い
る
。
交
付
金
は
、
国

の
施
策
と
合
致
す
る
事
業

を
積
極
的
に
活
用
し
て
い

る
。
歳
出
は
、
事
業
を
評

価
、
修
正
し
重
点
的
か
つ

効
率
的
な
支
出
に
努
め
る
。

若
者
の
移
住
と
起
業

の
推
進
、
雇
用
の
創

出
は
。

体
と
連
携
し
、
共
同
提
案

者
が
持
つ
専
門
的
な
知
見

を
生
か
す
こ
と
で
事
業
が

円
滑
に
遂
行
さ
れ
る
こ
と

が
強
み
と
捉
え
て
い
る
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

令
和
９
年
度
ま
で
の

５
年
間
で
脱
炭
素
社

会
の
実
現
を
目
指
し
、
住

民
向
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

作
成
、
相
談
窓
口
の
開
設
、

住
民
説
明
会
、
要
望
調
査

な
ど
行
い
、
今
年
度
の
後

半
か
ら
設
備
導
入
の
申
請

を
受
け
付
け
る
予
定
で
あ

る
。

み
く
ま
る
っ
と
脱
炭

素
化
モ
デ
ル
事
業
は
、

何
が
評
価
さ
れ
、
脱
炭
素

先
行
地
域
に
選
定
さ
れ
た

か
。

脱
炭
素
先
行
地
域
評

価
委
員
会
か
ら
、
実

現
の
可
能
性
が
高
い
こ
と

や
地
域
の
課
題
解
決
に
資

す
る
取
り
組
み
、
農
業
振

興
と
脱
炭
素
事
業
の
相
乗

効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と

が
評
価
さ
れ
た
。

民
間
と
の
共
同
提
案

に
よ
る
強
み
は
。

各
分
野
に
お
け
る
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
９
団

多
様
な
学
び
や
経
験

を
積
ん
だ
世
代
が
、

町
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
、

再
び
故
郷
に
戻
っ
て
暮
ら

し
た
い
、
働
き
た
い
と
思

え
る
よ
う
地
域
資
源
を
生

か
し
た
新
た
な
分
野
の
産

業
振
興
や
起
業
支
援
を
図

り
、
雇
用
の
創
出
に
つ
な

げ
て
い
く
。

代
表
監
査
委
員
と
し

て
財
政
の
見
解
は
。

町
と
同
規
模
人
口
、

産
業
構
造
の
財
政
力

指
数
を
見
る
と
95
の

答 令和９年度までに実現を目指す

脱
炭
素
事
業

スケジュールを示せ

髙
たかはし

橋敬
け い こ

子 議員

問

問

問

町長問

町長

財政運営

自
主
財
源
を
確
保
せ
よ

答
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
い
く

町長

脱炭素先行地域選定証授与式
（有楽町朝日ホール）

問

問町長

町長

代表監査委員

暮らし心地の良いまちを
目指しています！

定
例
会
6
月
会
議

人
事
・
議
案
一
覧

一
般
質
問

議
会
モ
ニ
タ
ー

ま
ち
の
声

一
般
質
問
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戸
と づ か

塚美
み ほ

穂 議員

積極的な情報発信を実施

人
口
減
少
対
策
に
お

け
る
子
育
て
支
援
は
。

出
産
や
子
育
て
に
係

る
経
済
的
な
負
担
の

軽
減
策
、
保
育
施
設
な
ど

の
環
境
整
備
、
子
育
て
支

援
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
っ
た

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

子
ど
も
を
産
ん
で
い

た
だ
け
る
環
境
を
目

指
し
、
産
婦
人
科
医
院
を

誘
致
で
き
な
い
か
。

地域共生社会

全
員
参
加
型
の
社
会
を
目
指
せ

以
前
に
産
婦
人
科
は

あ
っ
た
が
、
こ
の
課

題
は
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
う
。

産
ん
で
く
れ
て
あ
り

が
と
う
の
気
持
ち
を

込
め
、
町
の
特
産
品
な
ど
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
企
画
を

考
え
ら
れ
な
い
か
。

取
り
組
む
に
は
時
間

を
要
す
る
の
で
、
他

の
事
例
も
加
味
し
な

が
ら
検
討
す
る
。

た
め
、
各
部
署
や
関
係
機

関
・
団
体
、
民
生
委
員
な

ど
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
と
連

携
し
な
が
ら
、
必
要
な
公

的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
生

活
へ
の
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

体
的
に
提
供
さ
れ
る
包
括

的
な
支
援
体
制
の
構
築
が

重
要
で
あ
る
。

町
は
ど
の
よ
う
に
支

援
し
て
い
く
の
か
。

分
野
ご
と
の
相
談
窓

口
を
設
置
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
課
題
に
対
応
す
る

「
地
域
共
生
社
会
」

を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。地

域
社
会
は
制
度
や

分
野
ご
と
の
「
縦
割

り
」
や
「
支
え
る
側
」
と

い
う
関
係
を
超
え
て
、
住

民
一
人
一
人
が
生
き
が
い

と
役
割
を
持
ち
、
互
い
に

支
え
合
う
こ
と
の
大
切
さ

の
機
運
を
醸
成
し
、
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
地
域
共

生
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
い
く
。

地
域
福
祉
の
視
点
が

重
要
と
考
え
る
が
、

課
題
は
。

誰
も
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
医
療
、
障

害
福
祉
、
介
護
、
住
ま
い
、

社
会
参
加
、
地
域
の
助
け

合
い
な
ど
が
確
保
さ
れ
一

答
包
括
的
な
支
援
に
取
り
組
む

問

町長

問

問

問 問

安心して子どもを産める環境を人
口
減
少
対
策 答 課題として取り組む

町長問企画総務部長

町長

町長

仲良しきょうだいカワイイ

和気あいあいとワークショップ
（福祉交流会）

町長

定
例
会
6
月
会
議

人
事
・
議
案
一
覧

一
般
質
問

議
会
モ
ニ
タ
ー

ま
ち
の
声

一
般
質
問



議会だより　　　   No.205 令和5年7月12日発行7

等
割
を
５
割
軽
減
と
す
る

制
度
改
正
が
行
わ
れ
た
。

全
国
的
に
均
等
割
軽
減
の

年
齢
引
き
上
げ
が
広
が
っ

て
い
る
が
、
町
の
考
え
は
。

財
政
運
営
上
極
め
て

慎
重
に
考
え
る
べ
き

で
あ
る
。
制
度
の
安
定
的

な
運
営
を
図
る
と
と
も
に
、

子
育
て
支
援
制
度
の
拡
充

が
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
機

会
を
捉
え
て
国
な
ど
に
要

望
し
て
い
く
。

答 積極的な情報発信を実施

被
保
険
者
は
、
年
金

生
活
や
無
職
の
加
入

者
が
多
く
、
国
保
税
の
負

担
が
大
き
い
。
実
態
を
把

握
し
て
い
る
か
。

国
民
健
康
保
険
は
、

他
の
健
康
保
険
と
比

較
し
、
被
保
険
者
の
平
均

所
得
が
低
く
、
一
人
当
た

り
の
医
療
費
が
最
も
高
い

と
い
う
特
性
が
あ
る
。
国

民
皆
保
険
の
根
幹
と
し
て
、

国
保
制
度
の
安
定
運
営
を

進
め
て
い
く
。

定
し
、
８
つ
の
実
証
実
践

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
、

連
携
が
で
き
る
体
制
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
く
。

岩
手
中
央
農
協
と
農

家
の
課
題
、
農
業
問

題
に
つ
い
て
、
話
し
合
い

が
行
わ
れ
て
い
る
か
。

常
に
連
絡
を
取
り
合

い
各
種
制
度
、
支
援

に
つ
い
て
、
協
議
を
し
て

い
る
。
農
業
振
興
地
域
整

備
計
画
を
策
定
し
、
み
ど

り
の
食
料
戦
略
に
取
り
組

み
、
持
続
可
能
な
農
業
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

交
付
金
な
ど
を
活
用

し
た
支
援
を
実
施
し

て
い
る
。
国
や
県
、
国
会

議
員
に
支
援
の
継
続
と
交

付
金
の
拡
充
、
食
料
自
給

率
の
向
上
対
策
を
要
望
し

て
い
る
。
岩
手
中
央
農
協

と
協
力
し
、
積
極
的
な
情

報
発
信
な
ど
を
実
施
し
て

い
く
。安

心
し
て
農
畜
産
物

の
増
産
に
励
め
る
よ

う
、
生
産
者
と
消
費
者
、

加
工
・
流
通
な
ど
、
町
と

連
携
し
進
め
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

第
二
次
食
育
・
地
産

地
消
推
進
計
画
を
策

生
産
コ
ス
ト
の
急
騰

に
見
合
う
補
填
を
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
国
、

県
、
関
係
機
関
な
ど
へ
の

要
望
は
進
め
ら
れ
て
い
る

か
。

国
保
運
営
方
針
で
は
、

保
険
税
水
準
の
統
一

が
示
さ
れ
て
い
る
。
国
保

税
の
値
上
げ
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
が
見
解
は
。

県
内
市
町
村
は
、
保

険
者
の
規
模
、
保
険

税
水
準
に
隔
た
り
が
あ
る
。

統
一
に
は
多
く
の
議
論
が

必
要
で
あ
り
、
も
た
ら
す

影
響
に
つ
い
て
検
証
し
な

が
ら
議
論
を
深
め
て
い
く
。

令
和
４
年
度
よ
り
未

就
学
児
を
対
象
に
均

国民健康保険

実
態
の
把
握
に
努
め
よ

農
業
支
援

コスト急騰に補填すべき

細
ほそかわ

川惠
けいいち

一 議員

答
制
度
の
安
定
運
営
を
進
め
て
い
く

問

問

問

町長

町長 町長

問町長

問

問

町長

農政課長

健康第一！国保は大切です

育ててくれてありがとう モォ～

定
例
会
6
月
会
議

人
事
・
議
案
一
覧

一
般
質
問

議
会
モ
ニ
タ
ー

ま
ち
の
声

一
般
質
問
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及
おいかわ

川ひとみ 議員

ひ
き
こ
も
り
に
つ
い

て
実
態
を
把
握
し
て

い
る
か
。

平
成
30
年
に
民
生
委

員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
、
ひ
き
こ
も
り

と
思
わ
れ
る
方
が
30
人
把

握
さ
れ
た
。
精
神
保
健
相

談
や
保
健
師
の
地
区
活
動

に
お
い
て
該
当
者
の
把
握

に
努
め
て
い
る
。

相
談
体
制
、
支
援
な

ど
取
り
組
み
は
。

町
の
関
係
課
や
紫
波

町
社
会
福
祉
協
議
会

に
窓
口
を
設
置
し
て
い
る
。

専
門
的
な
相
談
対
応
を

行
っ
て
い
る
県
の
保
健
所

教育環境

安
全
安
心
な
学
校
生
活
を

や
、
ひ
き
こ
も
り
支
援
セ

ン
タ
ー
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な

ど
と
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

長
期
の
支
援
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

ひ
き
こ
も
り
は
、
当

事
者
や
家
族
の
考
え

方
に
よ
り
相
談
に
至
ら
な

い
場
合
も
多
く
、
実
態
の

把
握
が
困
難
で
あ
る
。
今

後
も
相
談
支
援
体
制
を
継

続
す
る
。
困
っ
た
こ
と
を

感
じ
て
い
る
と
き
は
一
人

で
悩
ま
ず
相
談
す
る
こ
と

を
呼
び
掛
け
る
な
ど
、
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

設
に
向
け
て
財
政
的
な
負

担
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
現
段
階
で
学
校
給
食
費

の
無
償
化
の
予
定
は
な
い
。

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
困

窮
し
て
い
る
世
帯
に
あ
っ

て
は
、
就
学
援
助
制
度
の

活
用
を
促
進
し
支
援
に
努

め
て
い
く
。

事
を
計
画
的
に
実
施
し
て

い
く
。給

食
費
の
補
助
、
無

償
化
に
取
り
組
め
な

い
か
。学

校
給
食
に
関
す
る

町
の
優
先
課
題
は
、

老
朽
化
に
伴
う
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
施
設
整
備
と

捉
え
て
い
る
。
今
後
、
建

小
中
学
校
の
ト
イ
レ

を
洋
式
に
改
修
す
る

考
え
は
。

平
成
22
年
度
か
ら
現

在
ま
で
、
学
校
の
老

朽
化
を
踏
ま
え
な
が
ら
ト

イ
レ
の
改
修
を
実
施
し
て

き
た
。
改
修
未
実
施
の
学

校
に
つ
い
て
は
、
計
画
的

に
整
備
を
進
め
て
い
く
。

女
子
ト
イ
レ
が
混
み

合
う
状
況
が
あ
る
。

ト
イ
レ
を
増
設
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

学
校
で
は
混
雑
の
緩

和
の
た
め
、
他
学
年

フ
ロ
ア
や
屋
内
運
動
場
の

ト
イ
レ
開
放
、
学
級
・
学

年
の
時
程
を
ず
ら
す
な
ど
、

臨
機
応
変
に
児
童
生
徒
に

寄
り
添
っ
た
対
応
に
努
め

て
い
る
。
既
存
の
和
式
便

器
を
洋
式
化
す
る
改
修
工

答
充
実
に
尽
力
し
て
い
く

問

問

町長

問

問

問

問

すべての学校に快適な洋式トイレを

町長

町長

教育長

教育長

岩手県ひきこもり支援センター
TEL 019-629-9617

ひ
き
こ
も
り

支

援
伴走型で長期支援すべき
答 相談支援体制を継続する

教育長

1 人で悩まず、まずはご相談下さい

定
例
会
6
月
会
議

人
事
・
議
案
一
覧

一
般
質
問

議
会
モ
ニ
タ
ー

ま
ち
の
声

一
般
質
問
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「
せ
せ
ら
ぎ
」
公
衆

ト
イ
レ
の
改
修
工
事

の
計
画
は
。

り
、
接
種
費
用
は
自
己
負

担
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
伝

え
て
い
る
。

県
内
2
市
町
で
助
成

が
始
ま
っ
た
。
町
民

を
守
る
た
め
助
成
制
度
の

新
設
は
で
き
な
い
か
。

そ
の
他
の
任
意
の
予

防
接
種
費
用
助
成
拡

充
を
含
め
、
引
き
続
き
検

討
し
て
い
く
。

身
体
機
能
の
低
下
、

精
神
的
に
も
心
に
も

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
よ
る
予
防
効

果
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
か
。

50
歳
以
上
が
患
者
の

7
割
を
占
め
る
。
症

状
の
重
症
化
や
「
帯
状
疱

疹
後
神
経
痛
」
な
ど
の
後

遺
症
の
予
防
の
た
め
に
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
有
効
と
捉

え
る
。ワ

ク
チ
ン
接
種
の
周

知
や
、
推
進
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

予
防
接
種
の
効
果
や

任
意
予
防
接
種
で
あ

影
響
が
あ
る
。
治
療
費
用

の
低
減
に
も
な
る
の
で
は

な
い
か
。

今
後
の
方
針
に
つ
い

て
、
紫
波
郡
医
師
会

と
相
談
し
医
療
費
の
低
減

に
結
び
付
く
よ
う
研
究
し

て
い
き
た
い
。

※
帯た

い
じ
ょ
う
ほ
う
し
ん

状
疱
疹

過
去
に
水
痘

に
罹
患
し
た
人
が
、
体
内
に

潜
伏
す
る
水
痘
・
帯
状
疱
疹

ウ
イ
ル
ス
の
再
燃
に
よ
り
発

症
す
る
疾
患
。

改修を待つ「せせらぎ」

藤
ふじわら

原惠
け い こ

子 議員

問問

問

答 財源の確保に努力する

改
修
の
目
標
は
い
つ

に
す
る
か
。

商
店
街
の
優
先
課
題

で
あ
り
、
順
位
を
上

げ
て
早
急
に
補
助
金
を
探

し
た
い
。

集
客
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
、

町
の
取
組
を
希
望
し

た
い
。ト

イ
レ
も
立
派
な
観

光
施
設
で
あ
る
。
地

元
の
商
店
街
の
方
に
管
理

を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

今
年
度
中
に
財
源
の
め
ど

を
つ
け
る
よ
う
努
力
し
て

い
く
。

平
成
元
年
に
設
置
し

14
年
に
は
多
目
的
ト

イ
レ
を
増
設
し
た
。
日
詰

商
店
街
の
利
用
や
催
事
に

お
い
て
、
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、
快
適
な
ト
イ
レ
の

在
り
方
を
念
頭
に
改
修
工

事
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
。

改
修
に
つ
い
て
あ
ら

ゆ
る
角
度
か
ら
考
え

る
べ
き
で
は
。

財
源
は
、
イ
ベ
ン
ト
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
見

据
え
た
補
助
事
業
な

ど
検
討
、
情
報
収
集
し
て

い
る
。

公
衆
ト
イ
レ

「せせらぎ」改修を急げ
問

問 町長

町長問 問

商工観光課長

帯状疱疹
ワクチン

接
種
費
用
を
助
成
せ
よ

答
引
き
続
き
検
討

町長町長

町長問

生活部長

産業部長

痛いと感じたらお医者さんへ

イタイ
　イタイ

定
例
会
6
月
会
議

人
事
・
議
案
一
覧

一
般
質
問

議
会
モ
ニ
タ
ー

ま
ち
の
声

一
般
質
問
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聞かせて聞かせて

まちの声まちの声
議会モニターとの意見交換会

令和 5年 5月 1日　午後６時 30分〜 8時 30分　役場会議室

議会活動、議会だよりに対する感想や意見をいただきました

　議員も席替えした方がいいと思う。
議会中に眠ることがないように緊張感
をもっていただきたい。

小
お
山
やま
田
だ
美
み ち よ
千代さん

　一般質問は制限があるのか。
全般的に質問が浅いような気がする。
質問してはいけないことなど決まり
があるのか。再質問が浅い気がする。
質問が浅いと町は動かないと思う。質問で
しかまちを動かせないと思う。

鈴
すず
木
き
博
ひろし
さん

　一般質問は、何を聞き出したいのかを
明確にして長期にわたってするもの。一
年間でするものの工程表を提示させて、

検証しながらの議会運営であれば、もう少
し、緊張感を持つことができると思った。
　議員は住民の代弁者という立ち位置だと
思うので、報酬が高いからやる低いからや
らないのではなくて、地域の問題をどう攻
略してどう皆に還元するかにある。それが
どれだけ議員活動としての生きがいにつな
がっているかを若い人に伝達して、より多
くの人たちが入ってくるような活動をやっ
ていただければいいなと感じた。

山
やま
口
ぐち
睦
むつ
美
み
さん

　一般質問を聞いてみて、もっと突っ
込んだ質問をしてほしかった。いつも
中途半端な気持ちで帰っていた。答弁
する町側が、次の質問がされないよう

上手く回答をして、次の議員がうまく質問
ができない場合がある。もっと突っ込んだ
質問をすれば、見る人が増えるのではない
かと思う。

小
お
笠
がさ
原
わら
悦
えつ
子
こ
さん

　なぜ、この場に広報広聴委員会の委
員しかいないのか。何回かそれについ
て意見を出している。この場で意見を
交換し合うことと、後で意見を共有するの
では、熱量が全然違う。言葉で聞くのと後
で文章を見るのでは、受け取り方が全く違
う。私は、他の議員の意見を聞きたい。

北
ほう
條
じょう
京
みさと
さん

　紫波町で一番やらないといけないこ
とは、鳥獣被害防止ではないかと思う。
城山の桜が満開になった時点で小熊が
現れ、桜まつりが中止になった。そう

いうことがないように、対策を大々的にし
てほしい。鹿角市の例のように、人を襲っ
た場合どうするのか、被害が出る前にやら
ないと大変であることを言いたい。

高
たか
橋
はし
吉
よし
見
み
さん

皆さんの意見を今後の活動に生かしてまいります

定
例
会
6
月
会
議

人
事
・
議
案
一
覧

一
般
質
問

議
会
モ
ニ
タ
ー

ま
ち
の
声

議
会
モ
ニ
タ
ー
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聞かせて聞かせて

まちの声まちの声
町内の方々に寄稿していただきました

紫
波
町
の
観
光
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
思
う
こ
と

紫
波
町
に
は
二
つ
の
重
要
文
化
財
が

あ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
、
平
井
邸
で

「
紫
波
の
ひ
な
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
で
中
止
に
な
っ
て
い
た
催
し
物

も
動
き
始
め
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
観
光
案
内
を
し
て
い

る
私
た
ち
「
し
ゃ
べ
ー
る
」
も
、
久
し

ぶ
り
に
平
井
邸
で
の
案
内
を
行
っ
た
。

日
詰
の
街
は
賑
わ
い
が
戻
っ
て
き
て
い

る
。
若
い
人
達
の
頑
張
り
と
地
元
の
人

達
の
協
力
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
う
。

紫
波
町
に
は
た
く
さ
ん
の
観
光
資
源

が
あ
る
。
そ
れ
を
生
か
し
た
、
紫
波
町

を
よ
り
多
く
の
人
た
ち
に
知
っ
て
も
ら

う
た
め
の
仕
組
み
作
り
が
必
要
だ
と
考

え
る
。

籏
はたふく

福 晴
せ い こ

子さん
（日詰地区）

自
転
車
の
ま
ち

先
日
テ
レ
ビ
で
、
紫
波
総
合
高
校
自

転
車
競
技
部
の
皆
さ
ん
が
、
紫
波
中
央

駅
前
で
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
手
伝
っ
て
い
る
様
子
が
流
れ

て
い
ま
し
た
。

卒
業
後
は
、
紫
波
町
出
身
者
で
、
プ

ロ
の
競
輪
競
技
で
頑
張
っ
て
い
る
人
た

ち
が
い
ま
す
。
特
に
今
年
は
、
女
子
も

厳
し
い
プ
ロ
の
世
界
へ
飛
び
込
ん
で
、

さ
っ
そ
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。

プ
ロ
野
球
の
県
出
身
者
の
活
躍
は
有

名
で
す
が
、
紫
波
町
出
身
の
プ
ロ
選
手

も
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

髙
たかはし

橋 鈴
す ず え

江さん
（片寄地区）

用
水
を
大
事
に

農
家
に
生
ま
れ
、
代
々
引
き
継
が
れ

た
水
田
の
水
の
具
合
を
見
に
行
く
た
び

に
思
う
こ
と
が
あ
る
。
昔
は
水
を
引
く

の
に
苦
労
し
た
が
、
今
は
必
要
な
時
期

に
適
度
の
用
水
が
利
用
で
き
る
。

昨
年
ま
で
は
あ
ま
り
深
く
考
え
な
か

っ
た
が
、
縁
あ
っ
て
土
地
改
良
区
の
業

務
に
携
わ
り
、
今
ま
で
以
上
に
貴
重
な

水
だ
と
感
じ
る
。
た
め
池
や
川
か
ら
の

揚
水
な
ど
、
多
く
の
方
々
に
見
守
ら
れ

た
用
水
。
諸
先
輩
方
が
実
施
し
て
き
た

土
地
改
良
事
業
な
ど
を
地
域
の
皆
さ
ん

や
町
と
情
報
共
有
し
て
、
設
備
維
持
を

し
つ
つ
、
有
効
に
活
用
し
た
い
。 作

さくやま

山 茂
しげゆき

幸さん
（彦部地区）

疾走ロードレース

議員が依頼に伺った際は
ご協力をお願いします。

命の源を守ります

紫波のひなまつり

定
例
会
6
月
会
議

人
事
・
議
案
一
覧

一
般
質
問

議
会
モ
ニ
タ
ー

ま
ち
の
声

ま
ち
の
声
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ペ
ン
を
お
い
て

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
参
加
し
た
小
学

生
の
中
に
は
、
習
っ
て

み
た
い
と
い
う
子
も
い

て
、
そ
の
後
保
存
会
が

練
習
会
を
開
催
。
さ
ん

さ
踊
り
を
す
る
西
の
杜

小
学
校
児
童
が
少
し
ず

つ
増
え
て
、
今
年
５
月

５
日
こ
ど
も
の
日
に
は

志
和
稲
荷
神
社
に
踊
り

を
奉
納
。
片
寄
さ
ん
さ

踊
り
復
活
と
な
り
ま
し

た
。子

ど
も
た
ち
の
指
導

に
当
た
っ
た
保
存
会
各

位
に
心
よ
り
敬
意
を
表

し
ま
す
。

今
回
は
さ
ん
さ
踊
り

で
し
た
が
、
中
間
支
援

の
役
割
を
果
た
し
て
い

る
「
片
寄
の
未
来
を
考

え
る
会
」
の
今
後
に
期

待
し
注
目
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

志
和
公
民
館
長

佐
藤

勇
悦

片
寄
小
学
校
跡
を
活

用
し
な
が
ら
、
ど
ん
な

未
来
が
描
け
る
か
、
地

元
の
声
に
耳
を
傾
け
て

考
え
行
動
し
て
い
る
グ

ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。

「
片
寄
の
未
来
を
考
え

る
会
」。
昨
年
は
片
寄

地
区
12
自
治
公
民
館
で

意
見
交
換
会
を
開
催
。

参
加
者
１
１
７
名
の
ご

意
見
は
取
り
ま
と
め
て

熊
谷
町
長
に
伝
え
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

ご
意
見
の
ト
ピ
ッ
ク

５
つ
の
う
ち
、「
地
域

の
拠
り
所
づ
く
り
」

を
具
現
化
し
た
の
が

「
か
た
よ
せ
田
園
マ
ル

シ
ェ
」
で
す
。
昨
年
11

月
3
日
に
開
催
。

マ
ル
シ
ェ
で
は
権

現
堂
さ
ん
さ
踊
り
も

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
旧

小
学
校
で
は
、
片
寄
さ

ん
さ
踊
り
と
し
て
親
し

ま
れ
て
き
た
伝
統
芸
能

で
す
。
来
場
し
た
皆
さ

ん
も
多
数
参
加
し
て

未
曾
有
の
世
界
的
な
コ

ロ
ナ
禍
は
出
口
が
見
え
始

め
ま
し
た
。

行
動
制
限
も
な
く
な
り
、

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
日
常
が

戻
り
は
じ
め
、
イ
ベ
ン
ト

に
集
う
人
々
の
表
情
は
喜

び
に
溢
れ
て
い
ま
す
。

委
員
は
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
身
近
な
議
会
と
な
る

よ
う
に
「
伝
わ
る
」「
わ

か
り
や
す
い
」
紙
面
づ
く

り
を
常
に
心
掛
け
て
、
議

論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し

た
。改

選
期
を
迎
え
、
現
委

員
で
の
編
集
作
業
は
最
後

と
な
り
ま
す
。

４
年
間
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

阿
部

美
佳
子

N
o.205
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植物油インキを使用しています

議会からのお願い 議会だよりの取材のため、議員が写真撮影に伺うことがあります。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

表紙の写真
ヤッター！！ 収穫が楽しみです

桜
町
北
通
り
の
農
家
組
合

で
は
、
子
ど
も
た
ち
を
対
象

に
し
た
農
業
体
験
を
行
い
ま

し
た
。
仲
良
し
５
人
が
、
カ

ボ
チ
ャ
、
枝
豆
、
サ
ツ
マ
イ

モ
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

例
年
、
収
穫
し
た
野
菜
は

各
自
持
ち
帰
っ
た
り
、
ミ
ニ

産
直
で
販
売
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
人
気
は
焼
き
い
も
と

聞
き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
雨
上
が
り
で
畑

が
ぬ
か
る
み
ま
し
た
が
、
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
は
晴
れ
や

か
で
し
た
。

みみよりの話 No.44シリーズ

片寄の未来を
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長
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